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2015/	 
5 月 9 日記録	 NPO ふくてっく定例会  

司会	 島村	 会員	 

場所	 大阪市立社会福祉センター	 

＊事務局報告＊	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 中北	 会員	 

・会報 88 号の原稿は既に個別に依頼し、受諾していただいています。・・・和泉会員	 

	 締め切りは、今日 5/9 となっていましたが、健闘中の方もいらっしゃるようです。	 

原稿を清水会員まで送ってください。	 

	 

＊閲覧資料および書籍の紹介＊	 

Ａ催し・事業企画の案内	 

	 Ａ-1	 大阪市住まい情報センター	 タイアップ事業企画提案募集	 

	 Ａ-2	 大阪市住まい情報センター	 出前講座他	 

	 

Ｂ他団体の機関紙等	 

Ｂ-1	 まねき猫通信	 VOL153	 

Ｂ-2	 サロンあべの	 VOL345・346	 

Ｂ-3	 ぽんぽこ通信 37 号	 

Ｂ-4	 NPO ちゅうぶ通信	 4 月号	 

Ｂ-5	 パンジーだより	 第 293 号	 大阪交通災害遺族会	 

Ｂ-6	 ハートつうしん No.78	 

Ｂ-7	 さつきつつじ会だより	 No.154	 

	 

Ｃ情報誌	 

	 Ｃ-1	 NPO 法人ちゅうぶ	 法人案内パンフレット	 	 

	 Ｃ-2	 ＣＯＭＶＯ	 5 月号	 

	 

Ｄその他	 

	 Ｄ-1	 大阪宅老所・グループハウス連絡会	 アンケートの報告書	 

	 Ｄ-2	 バリアフリー2015	 マツ六ブースご来場の御礼	 

	 	 	 

＊学習会＊	 13：50～15：50	 

	 ＨＵＧ：H（hinanzyo 避難所）U（unei 運営）G（game ゲーム）の体験	 

大阪市ボランティア・市民活動センター	 脇坂	 博史氏	 

避難所 HUG は、避難所運営を皆で考えるためのひとつのアプローチとして静岡県が開発したものです。避難者の年齢や性別、

国籍やそれぞれが抱える事情が書かれたカードを、避難所の体育館や教室に見立てた平面図にどれだけ適切に配置できるか、

また避難所で起こる様々な出来事にどう対応していくかを模擬体験するゲームです。	 

	 

ゲームのやりかた補足：避難所を想定した学校の配置図 A3、体育館 A1、教室 A4（各室で 20 枚ぐらい）の用紙と避難者カー

ド 250 枚（名刺大）を用いる。班に分かれて 1時間のうちに全部の避難者カードを用紙の上に置いていく。	 

配慮すべき事項：体育館には通路をつくる。授業の再開も考える（教室には早く帰れそうな人を入れる）。保健室は空けてお

く（救護者の受け入れ）。職員室は立ち入り禁止（個人の大切な情報がある）。避難者を地域で固めるのもよい。	 

現実には難しいが、高齢者・障がい者等は体育館でまとまっている方が目が行き届きやすく、緊急時の早期対応につながる。	 

元気な人ほど早く避難してくるので、避難所の中のいい場所をとってしまう。	 

認知症の人の配置が一番悩むところである。	 

ボランティア受け入れは地域の自治会が担うことになる。	 

実際の避難所は 1000 人規模になることもあるので、答えは無いが日ごろから防災に対し意識を高めておくことが大切。	 

大阪は防災意識が低い。	 
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１．ふくてっくのつどい	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 小川	 会員	 

・５月３１日	 「第２２回共生・共走リレーマラソン・手づくり体験コーナー」に木工体験で参加いたします。	 

会場：花博記念公園（鶴見緑地）ハナミズキホール９時～１５時	 当日の準備はあまり無し	 

集合場所：ハナミズキホール（水の館）に８時４５分集合（変更ある場合はメールにて連絡します）	 

・４月１１日	 「木工体験用材料調達」生駒いいもり里山へ。	 

・４月２２日	 ７月ミニ工作活動予定の「病院内学級」の見学に行き、木工サンプルを医師、看護師、講師が内容協議中。	 

	 	 	 	 	 	 	 	 対象者	 車いす 3 名・点滴（電動）4名含む 20 名ほど	 

小児内科：市販品の材料なら OK。その辺に落ちているものは NG。（清潔なものを）	 

自己免疫疾患があると傷が危ないので金具に注意。	 

児童精神科：作成はいいが作品を病室には持ち込めないので、退院時に渡す。	 

・５月２日	 	 「有馬工房」にて材料加工作業に１１名参加。	 

※住環境「よもやま話」はお休みです。	 

２．東大阪部会	 	 山本	 会員	 

①	 	 4 月の東大阪における改造助成・介護住改の検証活動は 5日間（4/2.9.16.23.30）延べ 11 名が活動しました。	 

・東大阪市事前相談会 3回実施しました。担当：4/2 清水	 	 4/16 小川	 4/30 鎌田	 

②	 	 平成 27 年度東大阪市と委託契約を結びました。	 

・東大阪市高齢者・重度身体障害者住宅改造費助成適正検証業務	 ￥3,434,400	 

・介護保険住宅改修適性検査業務	 ￥4,627,800	 

③	 	 4 月 18 日事例検討会、参加者 9名。	 

・事例検討と東大阪活動リスク管理について話し合いました。	 

④	 	 東大阪活動あれこれ・・・「耐震について」後藤会員	 

	 	 	 調査には 2～3 時間かかる。堺市の場合 S56 以前の建物は無料で受けられる。他市は 5万円の 1割自己負担	 

	 	 	 10 軒調査すると 2～3 軒は悪質な耐震工事をされている。若い人はあまり関心がない。	 

３．こむねっと事業部会	 中北	 会員	 

こしいたい	 むねもむかつき	 ねつもある	 つかれとれぬは	 としのせい	 事業部会報告	 

4/27・28	 社会的養護施設	 第三者評価調査者継続研修	 	 4/16 このみ園防水調査	 

4/29	 地域共生館ふれぼの着工イベント	 （5/9	 地鎮祭）	 岡会員同行	 	 

5/16	 こむねっと部会	 大阪市立社会福祉センター	 13：00～16：00	 奈良育成会第三者評価検討（19 日結果説明）	 

5/20	 福祉サービス第三者評価	 機関連絡会	 

5/27	 ゆめ風基金	 福祉事業所 BCP 研究会	 

6/	 5	 	 TOTO 高齢者施設・住宅セミナー	 インテックス大阪	 13：30～15：00	 

6/20	 映画鑑賞「標的の村」	 東住吉区民センター	 13：00～（開場 12：00）	 

ゆめ空間の障がい者で、2級建築士を目指している人がいるので、来月の定例会にお誘いしている。	 

	 

＊ひとことタイム＊（会員による個人の情報発信コーナー）	 

中北：今月のことば遊び	 	 かきつばた	 	 

（住宅改修）からだ老い	 きもちも老けて	 つらくなる	 ばりあふりーで	 たすけぶね	 

（福祉事業所の朝）からだを	 きっちり	 つかむよう	 ばいたるちぇっくで	 たしかめる	 

池端：5/5 全国学力テスト・小６・算数	 ふくてっく全員でやりました。けっこう難しいものですね。	 

島村：ヒューマンノートのコンサートに出演します。	 7/9 森ノ宮ピロティーホール 19：00 開演 3500 円	 	 

＊初参加者の感想＊（初参加者には例会参加の動機、参加した感想など一言お話しいただきますのでご協力ください）	 

お久しぶりの西川朋生さん：20 周年記念以来です。山の手入れの日々で体重 5 キロ減、体脂肪 13％	 一桁になればエグザイ

ルを目指します。いいもり山の活動に充実した健康的な毎日です。	 

＊次回例会の司会予定＊	 	 

平成 27 年 6 月 6 日	 
司会：曽我部会員	 

五十音順です。予定者の都合が悪い場合は、次の会員が担当となります。

予定：立溝会員	 田中会員	 

＊次回以降の予定＊	 

・6 月 6 日（土）13：30～17：00	 会場：大阪市立社会福祉センター	 

	 	 ■学習会	 未定	 

・7月 4 日（土）13：30～17：00	 会場：弁天町オーク 200 生涯学習センター	 	 

	 	 ■学習会	 未定	 

	 


